
東北農業研究　第　9　号　　　　　　　　　　　　　　　203

リ　ンゴの無袋栽培に関する研究

第1報　葉緑素形成並びに被袋時期と着色との関係

小原信実・高橋正治・渡辺政弘

花田　誠・福島住雄

（青森県りんご試）

1．ま　え　が　き

これらのリソゴ栽培においては，労力の節減ならびに

生産費を低減させるために無袋栽培が要望されている。

しかし，リソゴの品種によっては無袋によって着色が著

しく劣り，これが価格低下の原因となっている。そこで

無袋において着色の劣る原因を究明し，その対策を講ず

る研究が必要と考えられたので，まず研究の第一段階と

して，国光について，果実の発育時期別の葉緑素含量と

形成量およびそれが表面色におよはす影響について1960

～1963年の4カ年にわたり試験を実施した。

なお，葉緑素の定量にあたっては当場栄養肥料札長

井科長らから御指導を得た。こゝに深甚の謝意を表する

次第である。

2．試　験　方　法

1968年：りんご武闘場内の47年生国光4樹を供試し，

6月20日に被袋（新開紙袋）した果実について，9月11

日から11月10日までを10日ごとに6区分し，各区の供託

果70異としてそれぞれ区分の初日に除袋して10日間だけ

はっ光し，11日日に被袋した。また対照として全期間無

袋区をもうけた。11月20日に各処理区の果実を一斉に採

収し，着色および葉緑素含量を調査した。

1961，1962年：1960年と同一樹を供試し，6月20日に

被袋した果実を7月15日から8月31日までは15日間づ

っ，9月1日から11月14日までは10日間づつ各回70栗を

除袋はっ光し，再び被袋した。また対照として全期間有

袋・無袋区をもうけた。さらに除袋時期との関係をみる

ために7月15日から15日ごとに，また9月1日から10月

31日までは10日ごとに各回70果づつを除貸し，この試験

においては除袋後再度被袋は行わなかった。

生育中の葉緑素含量の調査は，はっ光処理期間を終え

るごとに，はっ光処理区，全期間有袋区．無袋区からそ

れぞれ5～10晃を採収して実施した。11月14日に各区果

を一斉に揮収し，着色および葉帝素調査を栗施した○

1963年：1960～，62年と同一4樹を供試し，落花10日

後から60日後まで各回とも各樹50果づつ，5日ないし10

日づっおくらせて被袋し．10月11日に一斉に除貸し，11

月12日に採収し着色調査を行なった。

葉緑素含量の定量：果皮をコルクポーラーで抜きと

り，CaCO3少量を含む85957セトソと一緒にホモヂナ

イザーカップに入れ最高速回転で粉砕した。次にこれを

捻紙上に移し．葉緑素が完全に果皮から溶脱するまでア

セトソで洗い落した。次に分液ロトにエーテルを入れ，

葉緑素のアセトン溶液を徐々に加えて葉緑素をェーテル

に移し，5伽gの定量フラスコに入れて一定量とした。こ

の溶液の一部をとり，スペクトルフォートメーターで葉

緑素α＋bの濃度を測定した。葉緑素a＋bの濃度は次

式匿より算出した。

葉緑素α十も（呼／ゼ）＝7・1210g．。キ（6600Aでの値）

＋16・810g，。キ（6425Aでの値）

着色指数：果実の着色程度を濃度と面掛こ区分し，濃

度は有袋束から濃度のことなるものをえちび，最淡色か

ら最濃色までを11階級に区分した。面積は全く着色しな

いものから果面全体に着色したものまでを11階級に区分

した。着色桁数は面積階級値と濃度階級値を乗じた値で

あらわした。

色差測定：日本電色工業KK乳　カラースタヂオ塾脚

色色差計を使用し．果実の赤道部について1果当り4個

所づつし，α，b値を測定し，色差を算出した。

3．試　験　結　果

1．生育中における葉緑素含量の消長

一定期間はっ光処理した直後に，はっ光区及び有袋，無

袋区から果実を採収し，葉緑素含量を調査した（第1表）0

1961年の調査は7月16日からで，生育期間中の葉緑素

含量は無袋果，有袋果とも生育が進むにつれて増加し，

8月16日頃を現高として以後漸減した。各時期とも有袋



204　　　　　　　　　　　　　　　　東北農業研究　第　9　号

第1表　生育過程における果実葉緑素含量（叩／100C遥）

（1961，1962年）

年
次

査

注．調査果数1961年，各区5果2反覆，1962年各区10果3反覆

兼は無袋菜の含量を下廻った。また，はっ光栗は7月15

日～31日はっ光の葉緑素含量が最高で，無袋果含量を上

廻り，以後漸次低下して，9月1日～10日はっ光あたり

までは有袋．無袋栗の中間値を示し以後のはっ光では有

袋巣にはゞ近い葉緑素含量であった。

1962年は6月21日から調査を姶めたが，無袋果では6

月21日が投高で7月16日まで漸減し，8月1日に再上昇

して以後減少した。有袋果では7月1日が最高となり，

以後は無袋栗と同様の増減傾向を示した。また，はっ光

来では7月16日～31日ほっ光の葉緑素合晶が高最ではゞ

無袋果に近く，以後漸減して8月16日～31日ばっ光あた

りまでは有袋架と無袋菜の中間値を，以後のばっ光来は

有袋果の含量の佃こ近いか，ややこれを下廻った。

2．ばっ光来の収穫掛こおける葉緑素含量

第2表　はっ光栄の収投期における葉緑素含量

（叩／100C遥）　　（1960，1961，1962年）

はっ光嘲間
全期間　有　袋

月日　　　　　　月日

7．1～　7．15

7．16～　7．31

8．1～　8．15

8．16～　8．31

9．1～　9，10

9．11～　9．20

9．21／｝　9．30

10．1～10．10

10．11′－10．20

10．21～10．31

11．1～11．10

0．277
0．226
0．168
0．188

0．114
0．143

0．1∬

0．251

0．318

0．304

0．299

0．278

0．269

0．292

0．296

0，295

0．194

0．211
0．214
0．207
0．241
0．251
0．247

0．245
0．242
0．217
0．189

0．182

注．調査果数1960年各区5果2反覆

1951年各区10果反覆なし

1962年各区20果4樹反覆

1961年では8月1～15日はっ光が，1962年では8月16

～31日はっ光が最高の葉緑素含量を示し，この期間前後

にばっ光した果実の葉緑素含量は減少した（第2表）。

3．時期別除袋果の収穫掛こおける葉緑素含量と着色

7月15日から15日ごとに，また9月1日から10ごとに

時期を遅らせて70果づつ除袋した果実について収穫期に

おける葉緑素含量および着色状況を調査した結果は第3

表のとおりである。これによると，葉緑素含量は生育初

期の除袋果ほど多く，除袋期が遅れるにつれて漸減し

た。一方．着色指数は生育初期の除袋乗は低い値を示

し，除袋期が遅れるにつれて漸増し，10月1日除袋期が

1961，1962年とも最高値を示し，以後の除袋は再び低下

した。これは生育初期の除袋ほど葉緑素含量が多くなる

ことによって若色が阻害されるためと考えられる。一方

第3表　時期別除袋栗の収穫期における葉緑素

合星と着色　　　　　（1961，1962年）

年
次

注．調査乗数　葉緑素，1961年　各区10果反覆なし

1962年　各区20果3樹反覆

着色扮数，　　　各区全処理果
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第4表　被袋の時期と着色

（1963）

注．色差計調査：各区10果4樹反覆

着色調査：全処理果

10月1日以降の除袋では葉緑素含量は少ないが除袋から

収穫期までの日照量が不足するため，充分な着色を得ら

れなかったためと考えられる。

4．被袋の時期と着色

被袋時期を落花10日後から60日後まで，5日ないし10

日づっおくらせて被袋し，採収後着色を調査した（第4

表）。

着色指数は被袋時期との間に一定した傾向が認められ

なかったが，色差．－ぎー＝こてし，a，bを渕是し，無袋果と

の色差．△E（△E＝ソ云t2十△a2十△br）を算出し

た結果では，被袋の時期と色益△Eの間に強い相関が認

められ（∫＝－0．99伊氷）被袋期がおくれるにつれて△E

値が漸減した。

この値をもとに回帰式を算出した結果．

γ＝一0．117．r＋10．76となり，Jつまり被袋期が落花

92日後（1963年では8月22日以降）の被袋では無袋架と

の色差が全くないことが推計された。次に果実着色の度

合いを目測により鮮紅色．濃紅色，暗紅色の3段階に分

け，各階級の果実50果づつを各被袋処理区より選出して

色差計にてし，a，bを測定した結果．各着色階級につ

いてL a，b値が一定の範囲に集中したので，この値

をもとに果実の着色3階級を次のとおり規制した。

鮮紅色：L；32～42，a；＋26～＋35，b；＋8～＋15

濃紅色：L；30～50，a；＋20～＋25，b；＋5～＋17

暗紅色：L；30～52，a；＋15～＋19，b；＋5～＋20

次に全処理区の果実のL a，b値より，この異色3

階級のし，a，b値に包含される果実割合を見た（第4

表）。

この結果，被袋時期がおくれるにつれて鮮紅色環の割

合が急激に減少し，暗紅色果の割合が増加した。‾また濃
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第5表　果実生育期間中の気象

（1961，1962年りんご試）

度

注．温度発現時間は昼間のみ。

紅色の割合はやや減少の傾向にあった。

4．考　　　　　嚢

1961，1962年の果実生育期間中における有袋果，無袋

晃の菓線素含量の消長を比較すると，7月16日以前の調

査は，1962年のみであるから比較出来ないが，7月16日

以降の増減傾向は1961年は1962年より急激である。この

原因は主に気象要因との関係が深いとみて種々検討した

が，両年の気象上で著しい差異は日照時間であることか

ら，両年の生育初期における葉緑素含量の消長差異は主

として日照時間の多少によるものと推察される（第5

表）。

次に，ばっ光による葉緑素形成量は同一時期における

はっ光直後の果実の集線素含量と有袋果の葉緑素含量と

の差と考えられるので，丙試験年にわたってこの値を算

出した結果，生育初期のはっ光はどこの差が大きかっ

た。この原因について，気象要因，特に温度・日照との

関係を種々検討した結果，はっ光期間中の日照時間数と

昼間の25℃以上温度発現時間数との相乗値と相関が最も

強く（r＝0．907碑）果実葉緑素形成は日櫓と高湿が相

乗的に作用するものと考えられる。

次に1962年においては10月1日以降のはっ光栗の葉緑

素含量が有袋果をむしろ下廻ある傾向にあったが．これ

はこの期間以後のはっ光では葉緑素の形成作用より分解

作用が多く行なわれるためと推察される。

次に，はっ光晃の収穫期における薬隷素含量は，生育

の中期つまり8月中のばっ光果が両年とも最高値を示し

たが，これを気象要因（日照時間数×昼間20℃以上発現

時間）との相関を見ると相関係数はさほど高い値を示さ

なかった（r＝0．453＊）。これは，8月中期以前にお
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いてもこの（日照×温度）値がかなり高いにもかゝあら

ず葉緑素含量がさほど高い値を示さないためで，このこ

とは，発育初期のはっ光は葉緑素の形成作用が強いが，

幼異のため葉緑素の絶対量が少ないことに起因している

ものと考えられる。こころみに8月中旬までのはっ光来

を除外して相関係数を算出してみるとr＝0．798漆器とな

る。

5．む　　す　　び

りソゴを無袋にすると果実の葉繚素形成が多くなり，

これが着色を阻害する一つの要因となっている。この葉

緑素含量および形成は果実生育の初期ほと旺盛である

が，幼果のため，初期のばっ光はさほど着色に大きな影

響をおよぼきず，むしろ8月中のはっ光が最も着色を不

良にする便向が認められた。

したがってこれらの時期に果実の葉緑素形成を抑制す

る何らかの対策を講づるならは，現在無袋が困難とされ

ている国光などの品種でも無袋が可能となり得るであろ

う。

ゴールデンデリシャスのサビ果に関する研究

熊　谷　徹　郎・永　山　忠　明

（宮城県農試）

1．ま　え　が　き

本種は結果年が早く，しかも豊産性で果実の品質も良

質であるが，栽培上無袋栽培を行なうと果而表皮がコル

ク化してサビが発生しやすく，商品性が著しく低下する。

現在は，サビ異の発生防止のために，小袋，大袋の二度

の袋かけを行なっているが，労力不足，労働賃金や資材

の高騰などにより，栽培方法の簡易化がさけはれ，諸氏

により，被膜剤などによる無袋化が究明されているが，

無袋栽培までの結びつきにはいたっていない。

本試験では，サビ某の発生原因の基礎的な究明を目的

として，1962年～1965年の間の，サビ采の発生時期を年

次別にとりまとめて考察したものである。

2．試　験　方　法

宮城県立農業試験場の圃場で，ゴールデソ・デリシャ

ス10年生（1962年当時）の樹を用いて，試験を行なった。

1．サビ果の発生時期について

本試験は，1962，，64，’65年の3カ年にわたって，第

第1表　小袋，大袋の被袋区分

考

1表に示す処理区をもうけて行なった。

各処理区は，小袋期間は落花9日後より落花40日後ま

で，ロー小袋（以下「小袋」という）を被袋し，大袋期

間は落花40日後より収穫時まで，防菌二重袋（以下「大

袋」という）を被袋した。

2．小袋期間のサピ果の発生様相

本試験は1962，，63年の2年間にわたって行なった。

落花9日後から落花36日後まで3日間隔で小袋を被袋し

た。

なお．小袋期間中は薬剤散布を行わなかった。

3．調査方法

調査は収穫時に一斉に採取し，胴サビ，琴サビ，梗サ

どの各々について，サどの発生程度が，果面の3分の1

以上のものを「多」，3分の1以下で商品価値をねじる

ものを「中」，軽微で商品価値を損じないものを「少」，

サどの無いものを「無」として，肉眼的に判定し調査し

た。

3．試　験　結　果

1．サビ果の発生時期について

′ト袋期間，大袋期間の無袋，有袋の処理区のサビ果発

生程度を調査した結果は次のとおりである。

（1I　胴サビについて

胴サピについて，第2表にサビ果指数で示したとお

り，処理区別には′J、袋期間無袋のⅠ区とⅡ区がサビ乗

の発生が多く，大袋期間無袋のⅡ区とⅣ区が少なくなっ


